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タテヤマ スギの特性調査

I.は  じ め  に

本県産実生スギがタテヤマスギと一般に広く呼称されるようになったのは,おそらく大戦後のことである。もともと

タテヤマスギとは,明治あるいはその以前から立山山麓 美女平附近の天然林から採取した種子により,.旧立山村を中

心に植えられてぃたスギを指していたものと思われる。それが次第に県東部の実生スギを含めたものとなり,現在では

県内一般の実生地スギを総称したものとされている。

そのタテヤマスギの特徴とするところに 樹冠は三角形状の長円錐形

`針
葉は鋭角 (20～ 30°)に着生し,柔軟

でろう質色を帯び光沢に富み,先端は内側に湾曲している。枝は一般に太く弾力性に富み,下垂する傾向がある。また,

材質は強 じんで香りに強く,結実Ll■一般のウラスギ系統より高く,発根はあまりよくない。幼令より生長がよく,

40～ 50年で建築用材となる。 しかし′心材は赤褐色または濃赤褐色を呈し,辺材率は 20%内外である力ヽ 大径木ほど

多くなるといわれている。 昭和 30年頃より,ス ギの品種,系統がとゃかく言われる時代になり, タテヤマスギもそれ

ぞれの母樹の産地により,い くつかの系統に分類する試みが行われた。これは現在いわれてぃる美女スギ (ブナ坂ス→ ,

刀ヽ原スギ (河内スギ),早月スギ (ツルギスギ),片貝スも 黒部スギ (宇奈月スギ),ナ ツタニスギなどの分類があ

る。このように, タテヤマスギについて系統分類がなされた段階において,県林業試験場において昭和 43年～47核

わたり,主として形態的な特性調査を行った。そのうち美女系のものにつぃては「 タテヤマスギの生育環境と特性」09

年9月 ,富山県林業試験場)を公刊した力ヽ 他の系統については, まとまった報告がされていなかった。今回は美女系

を含む県内タテヤマスギ, 8系統のものについて,形態的な特性をまとめて報告するものである。  |  |

図 -1  タテ ヤ マ スギ 系統 の調査位 置 図
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Ⅱ.調査年次と系統名および調査地域
1. 昭和 43年

立山スギ早月天然林および人工林

中新川郡上市町伊折 (早月川上流

2.昭 和 44年

立山スギ小原天然林および人工林

上新川郡大山町小原 (掏 ‖支流 熊野川上流
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3.昭和 45年

立山スギ美女天然林および人工林  ‐
中剤 :l郡立山町芦峡寺ノナ坂 (常願割‖上流

4.昭和
`6年

(1)立山スギ片貝天然林

魚津市三ケ (片貝川上お

121 立山スギ黒部天然林

下新りll郡宇奈月町奥山 (黒部川支流黒制 :D

(3)ド ヤマスギ人工林

下創‖郡宇奈月町明日

5.昭和 47年

(1)ナ ツタ‐スギ天然林および人工林

東嬌波郡平村梨谷

(2)サ フスギ天然林

下新川郡入善町吉原

Ⅲ.特性調査およびとりまとめ項目
1.級 況 調 査

所在地・海抜高・方位・傾斜・地形母材・ 土壊 ,地位・主要植生。気象

2.林 分 調 査

(1)成 長 状 態

樹高・ 胸高直径・ 枝下高・ クローネ径

(2)特 性 調 査

ア.技 張度・

枝裏度=  B    :I夕
]星 :書厘1

イ.針 葉型

O C型 (鎮動
針葉の変曲度が大きく鎖状をなすもの

0)Ba型 (曲鋭型)
針葉が内側に変曲して針葉角度の小さいもの

(" Bo型 (曲鈍動

針葉が内側に変曲して針葉角度の大きいもの

OS型 値勁
針葉の曲りが少ない力、 まっすぐなもの

ウ・ 樹皮型 (天然林および老壮令人工林)

の  アミハダ

樹皮は褐色を呈し,細かい裂目が網状に交錯しているもの

“

)ト ヨ (黒)ハダ

樹皮は黒褐色で樹幹に平行して太いひもを並べた感じのするもの。またひも状の先端が細かく分裂し,裂目

が トイのように形成層まで深くさける。

(勁  シロハダ
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樹皮は灰白色を帯び,幹軸に平行した帯状に裂けるかアミハダ,黒ハダに比べて狭少で裂目は不規則であり,

横裂まなく剥片は棒状となるもの。

0ハ ナンハダ

樹皮の裂目は正確な網目をなさず,た またま右下に流れるような形をとるもの。外皮は糸状に離脱して,内

側に赤、ヽはだがあるもの。

②  アカハダ

樹皮はや 赤ゝ味を帯びて,ァ ミハダより広ぃ裂目がある。表面は比較的たいら
`外
皮は糸状に離脱して,

内側に赤ヽヽはだがあるもの。

lul マツハダ

樹皮は茶褐色で割目がや 広ゝ くこれに直交する横裂を有し,そチのような長方形の樹皮を容易にallぐ ことが

できるもの。

工.更 新方法

0実 生  0立 条  171伏 条
オ.枝 条

171枝付密度

力枝より上部 2π の枝数を数れ lπあたりの数に換算

“

)力枝分頗

力枝が幹から分岐する角度を実測

(力 太さ度

力枝のつけ根の径を力枝直下の幹の径で除した数

力.根元曲 り型

171直型     (

レ
キ.樹 冠 型

ン̈柄̈ル̈
∽  I型 (円錐型)  クローネのIrl端部は狭鋭角をなし, クローネ全体の縦断面は円錐型をなすもの。

“

)Ⅱ型 (円筒型)  クローネの梢端部は半円型で縦断面は円筒型または広楕円型をなすもの。
(勁 Ⅲ型 (情円型)  クローネの槍頭部はI型よりも広角で縦断面が精円型をなすもの。
ク.標 準針葉

171 全 長   1年 間に伸長した長さ

0大 葉長  大葉のついている部分の長さ
171小葉長   小葉のついている部分の長さ

0小葉率   全長に対する小葉長の割合
② 針葉長   針葉の長さ

ltl 針葉角度  標準針葉の主軸と針葉の着生角度

0 曲り量   針葉の湾曲した内側の矢高部分

② 曲り率   針葉長に対する曲り量の割合

lrl針葉密度  lm当 りの針葉着生本数

Ⅳ。結   果



表 1-1 標 準 地 概 況 調 査 表 (天然杓

系統 Z 所  在  地
林況地

海抜高 椎 傾 斜 地  形 母 材 土 壌 雌 立木度

早 月  1

″    2

〃    3

″    4

″     5

小 原  7

″    9

美 女 10

〃   11

″  12

″  13

″   14

″  15

片 貝 16

″  17

″  18

黒 部 19

″  20

″  21

″  22

査ズ拿23

女拳24

″  25

中。上市町伊折

″  ″ 中村

″  ″ 伊折

″  ″ 中村

″  ″ 伊折

上。大山町小原

″
　

　

一

魚

　
　

″

中・ 立山町芦峨寺ブナ
坂国有林    140は

138な

139ヽ ヽ

139ヽ ｀

139ヽ｀

139ヽ ｀

牛首谷オハライ

三ケ阿部谷
56ヽ ヽ

三ケ笠

54ヽ ｀

下・ 宇奈月町奥山
コプスギ  10い

コプスギ  10い

宮林   23 24ヽ ヽ

杉谷   18い

東・平村見座鍋床 4

下 。人善町吉原下角地

″  ″  ″  坊堀

92o

lo 80

890

1,16o

680

670

90o

800

7oo

l,500

1,420

lβ 00

1250

1,250

lo 50

800

900

1,100

800

900

1,200

900

800

10

10

S I

S I

N

N

N

S

N

NW

NW

S

S

SW

SW

SE

S

W

E

NE

S

S

NW

W

W

N

N

35

35

35

32

8

33

10^シ 35

15-20

25

15

30

10

5-10

15

2o

35

35

35

35

35

10

5

4o

平坦

平坦

沢筋
下降斜面

中腹
平衡斜面

中腹
平衡斜面

尾根筋
上昇斜面

崖上部
緩斜面

山ろく
下降斜面

沢筋
下降斜面

中腹
緩斜面

尾根筋
上昇斜面

台状地形

小尾根
上昇斜面

沢筋
台状地形

台状地形

尾根筋
台状地形

尾根筋
台状地形

山腹
上部斜面

中腹
平衡斜面

中腹
平衡斜面

中腹
平衡斜面

中腹
平衡斜面

尾根筋

山脚台地

山腹峰筋

水流に沿う
低湿地帯

水流に沿う
湧水地帯

先中生代
花商
閃縁岩

紀三

岩
　
　
　
　
　
　
第
山

螂蹴師鵬　　　　　　組卿脚鰤　　　　　鰤一

ー

BD
崩積土

BE
崩積土

乱

BD
残積土

BD
定結止

BD
崩積吐

辟

PDⅢ型
定積土

BD
定積土

Ⅱ

I

Pw

Pw

BD

BD

民辟

BD(dl
残積七

BD(dl
残積土

‖

農割

亀籍土

品副
膨ゴdl

BF

B「

PD

PD

中

中上

中

下

中下

中

中

中上

下

下

下

下

下

中

中

下

下

下

下

下

中

中

下

下

1下

中

密

中

中

中

中

中

中

中

疎

密

中

中

中

疎

疎

疎

疎

疎

密

中

疎

中

密



況 気 象

主 要 植 生 平 均 気 温 降雨量 最深積雪

ミズナラ.ヤ マハ ンノれ オオカメノキ,ブナ

ブナ,ホオノも ミズナラ,ヤマモミジ,― メノキ

ヨグソミネ′くり,ミズナラ,ホオノキ,ダンコウ′■

ブナ,ミ ズナ ラ,ヤ マモ ミジ,オ オカメノキ

^rt, 
r!,7t/+, rt) t+' 3/ )zii<.{U

ミズナラ,ネ ジキ,ク マツ元 ソヨゴ,ヤマモミジ

ブナ,ャ マモ ミジ,タ ムツパ, シャクナグ

ブナ,ャ マモ ミジ,ミ ズナラ,タ ムシバ,マ ンサク,
シ ャクナグ

ブナ,ヤ マモ ミジ, シャクナグЪ リョウブ,
ユキツパ キ, クロモジ,シ ャクナグ
ウダイカ ンパ, ミヤマハ ンノキ, ミズナラ,

采4券チダう0シ
パ
'マ
ンサク,オオカメノキ,

ハウチフカェデ,ミ ヤマハ ンノキ,オ オカメノキ,
ナナカマド,コ シアプラ,イ ヌツクちヤマウルシ

リョウス オオカメノキ, クロモジら タムツパ,
コシアプラ,コ パノ トネ リコ,ハ ウチワカエデ

ブナ,コ シアプラ,タムシバ,リ ョウブちオオカメノキ,
ノリウッギ, マンサク, ヤマウルシ

ブナ,ホオノキ,エ ゴノキ,オ オカメノキ,
リョウブ,タ ムシ′、 ヤマ ウルシЪ クロモジ

ブナ,ホオノキ,エゴノキ,オオカメノキ,リ ョウえ
タムシ′ヽ ャマウルシ,ク ロモジ,ネ マガリタケ

ハクウンポク,ユ キツパキ,ネジキ,イ ヌツ外
ェゾユズ リハ

ミズナラ,ネ ジキ, リョウブち オオカメノキ,
マンサク, ヤマツツジ

イタヤカエ元 ナナカマ ド,タ ムシバ,
ヤマウルシ,オオカメノキ,ホオノキ,リ ョウブ

ユズ リハ, ミズナラ,マ ンサ ク, リョウブ,
ヤマゥル% コノくノ トネ リコ,タ カノツメ
ハウチワカエデtネ ジキ, クリ,マ ンサク,
ダンコウバイ,タ ムシパ, コメ ノトネ リコ

ハ ウチ フカエ元  ェンコウカザ ,オ ツツス
シャクナグЪ ネジも エゾユズリハ

ホオノも  ブナ, オオカメノキ, リョウブ,
エゾユズリハ,ヒメアオキ,ホツツジ,ネマガリタケ

コ′くノトネリコ, リョウノちヤマウW、 材 クロウ
マンサク,オオカメノキぅホツツジ,シャクナグ

タムシバ,エ ゴノキ,ヤ マグワ,シ ロダモ,
オオカメノキ,サ クグル ミ,水 ズミ, メルデ
ハ ンノキ, ウメモ ドキ,イ ヌツグ,ナ ツハゼ,
ハナヒリノキ,ガマズミ,ヤマウル%ヒ サカキ

℃

95-105

ヽ

ｌ

ｔ

ｒ

ｌ

Ｊ

11.5～120

8.5～95

―

∫

110-11.5

10.5^ψl l.0

125

14.5

聡

ゝ

m

3600

2,7oo

3,700

3300

3,500

2,8oo

2,300

25-30

3.0-3.5

25～ 3o
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表 1-2 標 準 地 概 況 調 査 表 ∝ 二林)

系統 Z 所  在  地
林地

海抜高 方位 傾 斜 地   形 母 材 土 壌 地位

早 月 1

″    2

″    3

″    4

小 原 5

″    6

″    7

″    8

美 女 9

″   lo

″   11

″  12

1ヤ 旱 13

″   14

″  15

″   16

〃  17

″  18

査ズ419

″  20

″  21

″  22

″  23

字大島
中。上市町蓬沢

字村巻
″  ″ 中村

細入

尾上割
上。大山町小原

千谷割

落割

蔵副

ブナ坂国有林139
中・立山町芦敵寺

南平 911
下 。宇奈月町明日

土山 112

上大平
″  〃  中の口

南平 911
″  ″  明日

胡麻堂沢

上ノ山 1
東・ 平村梨谷

″    2

蛇砺R393

雷破 29

480

380

380

380

550

600

6oo

500

1,140

1,150

7oo

7o0

2o0

210

220

200

260

200

6oo

600

600

600

6oo

S

E

N

NE

NW

N

N

NW

SE

S

S

W

NW

NE

W

W

NW

S

N

NE

NE

NE

NE

25

2o

25

2o

15

20

20

35

25

20

25

35

15

5

15

35

35

15

30

15

15

5

20

山ろく
¬降斜面

中腹
平衡斜面

沢筋
下降斜面

山ろく
下降斜面

中腹
緩斜面

山ろく
下降斜面

中腹
緩斜面

山ろく
下降斜面

沢筋
下降斜面

中腹
平衡斜面

山ろく
堆積斜面

山ろく台地

山脚斜面

中腹斜面

山脚斜面

段丘山脚
肩部斜面

丘陵
緩斜面

部

雌既　Ｊ岬

″
″　
駈離　駈緬

中生代ジュラ紀
手販層群礫 層

先中生代
飛暉変成岩
類片麻岩

1峯
謄

紀

}h:紀

}鑢仄

中生代
礫岩。楊

中生代
白亜紀
流紋岩類

中生代
白亜紀
流紋岩類

古期
花闇岩

紀

世
岩

三
新
山

第
中
安

「

―

し

―

Ｉ

Ｊ

BE
崩積土

BD
崩積土

BD
定積土

BE
崩積土

BD(dl

Pw

BE

BD

BD
雌

BD(dl
堆積土

BD(dl
崩積土

BD
崩積土

ＢＤ雌

ＢＥ臓

「

―

ン

Ｉ

Ｊ

BD(dl

中

中上

下

下

上

中

上
　
　
　
　
　
　
上

中

　

　

　

　

　

　

中

中

中
　
　
上
　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
軒

ヽ

―

―

―

―

ｌ

ｌ

ｔ

′

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｊ
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気 象

主 要 植 生 平 均 気 温 降雨量 最深積雪

=ズ
ナラ,ク リ,リ ョウブ, ワラ喘 ススキ

リョゥブ, コナラ, ススキ, フラビ

ウリノキ, コウゾ,オンろ ヤマアジサイ

キイチ 4ヒ メアオキ, リョウえ オンダ

イヌツえ  ヒメアオキ,ス スも ヨモギ

ウリノキ, カエ元  フサザクラ,コバ トネ リコ,
ネマガリタケ

ャマモミジ,ク ロモジ,オオカメノキ,リ ョウブ

イヌツ外 ユキツパキ,イ カリソウ,ド クダミ

ガマズ ミ,コ バ トネリコ,タ タカンパ,リ ョウス
イヌツ外 ヤマモミジ

ウワミズザクラ,ブナ,ホ オノキ,ヤ マモ ミス
ノリウツギ

ネジキ,イ タヤカエデ,ケ ヤキ,ハ タウンポク,
ヤマァジサィ

ヒメアオキ,ア タ嗜 キジムツロ,シ ツク ヽ
ミヤマシダ

ヒメアオも イヌツグt キイチゴ,ア ケ喘
カンス外  クマイザサ

ホオノキ,ヤ マザクラ,タ ムシバ,エ ゴノキ,
クリ,ユ キツパキ, ヨナラ

クロモジ,ユキツパキ サワフタ→ ヤブコウジ,

ショウジョウバカマ

シログモ, ウラジロガシ,タ ラノキ,タ ロモス
イヌツ外 ヒメアオキ

ニゴノキ,ハナイカダ, ミズキ,ヒ メアオキ
クロモス ムラサキシヤブ

エゴノキ,ク ロモジ,シロダモ,ムラサキツキス
クリ,キイチゴ

カエ元 ユキツパキ,イ ヌガヤ,ヒ メアオキ

タラノキ, ノリウツギ,ア タビ

ヨナラ, ムラサキシキブ,ク リ,ヤマウル%
ノリウツギ,ユキツパキ

ミズナラ,タ ラノキ,ヤ マモ ミジ, フジ,
クサアジサイ,ススキ,イ タ ドリ

ミズナラ, クワ, クサアジサイ,ス スキ,
ヨモ■  ドクダミ

イタヤカエデ,トチノキ,ウ リノキ.コ マユミ,
ハナイカダ, アカソ

℃

12.0-125

1

8_5-95

13.0

12.5

価

3,050

2.000

l

3,700

2β 00

2,800

7L

20～ 2.5

2.0～ 25

3.0-35

1.0～ 15

-7-



表 2-1 標 準 地 特 性 調 査 表 (天然林)

Z 品種・系統洛 林  今
年
調査面積
Df

調査本数

本

態状長成

樹  高 m 胸高直径鍬 枝 下 高 π , c-+Em
1

2

3

4

5

6

小 計

早 月 系 220

250

250

2oo

150

125

738

861

861

889

1,0141

822

11

31

20

17

14

16

(109)

182
70-250
178
9o-24.0
14.7
5.5-260
113
69-20.o
135
85-17o
138
80-190

30.0
120-550
34.9
220-590
41.4
18o-48.0
394
170-1000
356

3.7

08～ 54
4.う

24-6.6
2.6

1.7～ 4.3

3.3

1.7～ 5D
2.9

114-5,8
37
2.4-64

4o～ 7.0
5.3

38～ 60
6.6

3.1-16.3
4.7

2.0-98
4.9

35-108
5.3

4.2-6.9

21.o^‐ 130o
31.7
210-47.0

7

8

9

小 計

ガヽ 原 系
100
8o～ 130

4oo

400

30o

2う

18

22

(64)

4.5´V24Ю

203
14.5-255
130
4.5-21.0

1 34.0
8.o-760
407
190-56o
25.5
8.o-480

73
4.9^‐ 100
86
5Ю ～ 12o
77
57^‐ 10o

39
2.1～ 65

轟
38
1.7-54

10

11

12

13

14

15

小 計

美 女 系 300

250

200-250

150^ウ 2oo

150～ 200

2oo

480

260

400

500

480

475

15

20

24

21

25

21

(126)

11.4
3.4-2■ 0
148
37-260
194
80-250
183
150-22.0
18_6
130～ 250
19o

373
9o-900
278
80～ 43o
44.7
16.0^ウ 930
44.1
243-753
440
21.0-71.o
45.2

74
5.6^V120
31
1.0～ 45
3.1

20-5.5
86
24-5.5
4.6

35^‐ 60

44
2.0^‐ 9.3

85
1.3-5.0
5.1

1.8-9.2
5.1

35-73
52
3.3-8.3
56

14.0～ 79o 24-100

16

17

18

小 計

片 貝 系
100
50-2oo
80
30～ 120
loo
50～ 150

220

375

400

11

2o

18

(49)

99
5o～ 161
100
60-140
138
60-20o

326
160～ 64Ю
235
140-31o
29.0
140～ 505

2.5

1.0-40
32
23-62
4.2

34-61

5.5

33-109
4.4

27～ 5.8
4.9

38-85

19

20

21

22

小計

黒 部 系 100

150

150-200

200-300

306

30o

192

7oo

14

12

13

15

(54)

130
85-160
138
85^ウ 20o
180

2生 3
140´V320
293
180^v460
417
20.0～ 775
559

30
10-76
23
15～ 42
39

77

4.0

26-4.7
4.8

35-60
5.9

90～ 230
237
80-340

38-84
66

280～ 880 4.3-14.0 39～ 81

23

小計

ナシタ■″ 80-loo loo 24

(24)

82
34j-129

164
50～ 35o

26
10‐Ψ52

86
1.8-6.6

2`

25

小 計

サ フス ギ 70～ loo

70～ loo

300

30o

65

98

(163)

6.4

30-140
69
20-14.7

■U●
20-24.5
108
20-27.o

5.0

33-91
6.2

2.3-95

Z.0

1.5-5.1
2.8

1.0-5.o

-8-



枝 張 度
針 葉 型 樹 皮 型 更 寿 方 法 枝 条 根 元 曲 り 樹 冠 型

S型 Bo型 Ba型 C型
カ
ダ
ア

ハ
'-rv.' 4'

ミ
ダ

ア

ハ

ヨ

ダ

ト

ハ

マ ツ
ハ ダ

ロ
グ
シ

ハ 〕必
け
ザ
ヨ
ヽ
′

′サ

"オン ダヽζj′傷 実 生
条 伏 条 密   度 分 岐 角 太 さ 度 直 上 向 水平 下 向 話逃 ) 刷品 謂円Ъ

11.3~85-146

11.4

型

(― )

型

(― )

4P

45

40

7o

lう

50

(45)

押

55

60

30

86

50

(55)

ρ 0

45

7o

14

63

(30)

P

57

6

(27)

tpl

3

0

(一 )

囲

30

29

(36)

0

(― )

C

(― )

0

(― )

吻

(― )

∪ 協
7 ♂

87

90

77

100

75

(84)

38
2-6
3.9

1.5-6.5
38
20-75
36
25-90
39
25-11.0
36
1.0～ 50

90
85～ 105
90 0.29
023～ 0.42
034

`♂

5

24

7

25

(10

∪

18

36

56

(16)

1 ♂

11

36

13

(10)

7ぐ
冤り

97

95

47

21

6

(60)

730

77

35

6

93

75

(60)

270

25

24

7

19

(14)

靱

10
13∽

40

70

6

(26)

85～ 110
83
65～ 95
90
80-110
92
80～
87
80-‐ 100

87´‐200
12.9
93～ 172
97
5.3-9.3
107
7.6～ 135
123
91～ 15.3

0.18～ 0.56
037
0.25-0.5
0.29
023´ ヽ́038
0.31
o21～ 044

88
59～ 170
8,7

7.0-103
101
70-115

(― ) (― )

21

17

27

(22)

79

83

73

(78)

22

9

(11)

43

56

86

(62) (11) (14) (― ) (― ) (― ) (― ) (― )

34

11

18

(22)

8

33

9

16)

58

56

73

(62)

3_9

20-65
4.う

20-90
4`
20-8.5

98
80-120
90
80～ 100
78
7o～ 9o

UZ′
013～ 046
0241

46

61

39

(48)

54

33

56

(48) (2)

11

14

(3)

100

89

86

(92) (― )

0■ 6～ 0.53
0.27
o19～ 0.35

84
64～ 9.8
87
5■ -12.8
87
5.8-116
92
6.9-11.3
9.6

75-125
99
88-128

(― ) (― )

91

40

68

90

47

54

(63)

9

60

32

10

53

46

(37)

54

10

33

14

12

14

(21)

17

40

33

(17)

46

7o

41

58

4

24

(39)

1

( (― )

“
　

２８
　
　
　

０

14

４

　

　

０

　

３

14

(2)

9

24

14

27

う4

(20)

30

29

33

73

56

40)

91

7o

47

53

(40)

81
35～ 1.0
4.4

25-6.5
36
2.0-6.5
45
20^‐ 7.5

38
10～ 80
2.9

1.5～ 4.0

105
9●ヽ 110
104
70-120
96
70～ 110
97
80～ 100
93
80-110
93
90～ 100

UZ0
0.22-030
027
022-
0.27

86

15

75

33

56

67

(48)

46

85

25

67

44

33

(49) (― )

85

100

83

100

100

95

(94)

5

(6)

021-036
0.31
021-079
021
018～ 026
024
017-03

12.5
91-14.3
123
10o-15.0
121

10.4・ ～ 157

(― )

64

95

100

(90)

18

15

11

(14)

82

75

34

(61)

5

38

(17)

5

17

(8) (一 ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― )

12

(4)

100

100

88

(96)

7.5

50^‐ 100
103
60-120
10.1
4Ю V́140

91
8o-100
92

U35
0.25-046
037

9

35

33

(29

11

(4)

18

30

23

(24)

73

35

33

(43)

27

15

44

(29)

64

75

56

(65)

9

10

(6)

80-100
94
80-100

026-050
034
026-0.45

113
94´ヽ́ 12_8

119
10.1-139
105
8_2～ 13_0

10.1
69～ 128

(― ) (― )

100

loo

100

100

(100) (― )

8

71

58

76

13

(53)

22

34

8

87

(39) (― )

7

(4)

22

17

21

(15)

71

(31)

57

58

100

8

(54)

10.8
60-180
76
40-100
6.2

3_0-80
6.3

5.0-3.0

98
90´-120
89
80～ 100
90
80～ 100

034
027～ 042
034
0.26～ 0.42
032
0.22～ 0.46
0.35
027-046

14

67

40

54

(52)

42

33

38

38

(35)

14

7

(4)

1

(

100

100

(48)

92

90

(46)

8

126
88-173

(― )

29

(29)

71

(71) (―

14

(14)

86

(86) (― ) (― )

100

(100)

94
80～ 105

29

(29)

28

(28)

14

(14

29

(29)

72

(72)

14

(14)

14

(14)

11 6
8Ю ～ 15.8
110
5.9-155

(― )

27

11

(17)

73

78

(76)

11

(7)

7 98

86

(87)

4

(3)

4

(2) (― ) (― ) (― ) (― ) (― )

８

　

２

　

‘

う1

70

(59)

51

28

(37)

100
5.5-14.0
113
4.5-1910

50～ 90
71.0
45-900

0.41
0.21～ 0.67
0.40
032-057

33

40

(37)

54

52

(53)

13

8

(10 (― ) (― )

7

4

(6)

93

96

(94)

-9-



表 2-2 標 準 地 特 性 調 査 表 伏 工わ

Z 湿週卜系院名 林  令 調査面積
」 本

調査本数
態状長成

樹  高 m 胸高直径の 枝 下 高 m 2 e-l&d

1

`

小 計

早 月 系 15

5

27

27

150

375

240

400

40

58

30

6o

(188)

7●

4.6-99
16
10-26
120

■■.●

70-170

生 1(根
2.0～ 9_0

178 5.2

1.3～ 88
76
4.7～ 99

2.2

15-29
12
0.8-1.6
3.0

7.0-170
15.5

12.0～ 250
2o.7

2.0-42
2.9

80-21.o 110-290 1.7～ 4.1

小 計

小 原 系 8

21

31

32

115

100

140

169

39

86

27

35

(137)

3.1

17-45
9_3

6.5-12.5
149
83-190
15。 7

■7～ 210

3.7

08～ 50
13.7
90～ 20.0
21.1
9o-340
202
12.0-290

2.2
1.7-3o
5.8
2.0-9.o

5.8

25-94

1.3

07-1,7
2.4

1.4-3.3

31
2.2-LS
3.2

2.0～ 盤

1

12

小計

美 女 系 10

15

25

41

91

188

98

185

37

30

23

17

(107)

3.8

1.2-25
4.6

37-5.5
13.0
7.0-18.0
18.0
11.5-23.0

5.3
3.6-78
7.2

4o-9.2
1■ 9

23
1.o― 生5

0.7

1.1

0.8-1.4
1.6

04～09
8.6

l:3-1.9
2.7

10.4-27.3
32.1
22.0-`1.0

2.6～ 59
5.6

2.0-99

1.8-40
4.7

3.6-5.8

18

小 計

14

ドヤマスギ 6

17

25

32

55

120～ 150

80

200

225

20o

225

150

20

39

34

32

18

11

(154)

2.7

20-3.8
9.0

70-100
109
7.■ -15.0
12.7
6_6-165
24.9

66
4.2-72
14.4
11.o-170
188
13.0-320
17.7
11.o～ 253
309

06
04～07
21
1.5-40
27
1.7-4.5
5.4

15-82
11.8
30～ 15.5
8.8
3.4-165

1.5

1.3～ 1.9

3.0

2.3-38
3.2

2.4-5.3
3.o

2.1～ 4.0

4.2

170～ 320
31.5

20.0-50.0
460

190‐ψ400 25,0-66.0

22

23

小計

ナツタニスギ 6

13

24

32

43

100

200

100

80

100

40

40

24

20

30

(154)

19
1.4-2.6
4.6

31～60
98

48
3.0-6.1
7.3

4.5-95
15.6
11.5-200
149
100～ 190
19.6

04
01-0.6
14
11-17
2.8

1.2

0.8´ ″ヽ1.5

1.7

12～ 2.1
2.7

2.1-3.7
2.6

2.0-3.5
3.0

5.2-15.5
8.9

6.9-‐ 11.4

13.7
5.3-200

1.9-4.2
35
25-40
6.0

26-10185-28o 2.1～ 4.2

-10-



枝 張 度
針 葉  型 % 樹 皮  型  (幼)% 樹 皮 型 %

S型 Bo型 Ba型 C型 アラメアツカラ″わ
ホソメ
アツカフ″”

カ
ダ
ア

ハ

ハナ L/
ハ  ダ

ミ
ダ
ア

ハ

ヨ

ダ
マ ツ
ハ ダ

ナヽ ン
rミ
)ノザ

92
77-112
73
5.1～ 96
10.1

(― )

3

26

7

(10)

80

69

73

78

(75)

17

5

2o

22

(15) (― )

34

(34) (一 ) (66) (― )

65

60

70

(66)

35

40

30

(34) (― ) (― ) (― )

80-131
9.0

6.9-11.2

82
5.7～ 10.2

9.う

77-108
88

(― )

1 9

4

(6)

81

72

7う

75

(76)

28

26

21

(18) (― ) (63) (― ) (37)

15

9

(7)

86

81

60

(76)

14

4

31

(17) (― ) (― ) (― )

64-10.8
98
75^‐ 12.3

6.4
49´Ψ84
84

1

`

(5)

24

13

6

23

(17)

52

641

63

47

(57)

10

23

31

30

(21) (9)

56

43

(51)

4

(1)

38

40

(39) (― )

35

53

(42)

45

47

(45) (― ) (― )

20

(13)

75-95
90
64～ 11_3
107
81～ 133

87
72～ 101
114
94-140
106

(1)

65

33

18

15

(24)

35

67

70

85

44

57

(63)

9

56

43

(12) (― )

45

(45) (― ) (55) (― )

67

62

59

83

27

(62)

33

38

38

17

64

(36)

9

(1) (1) (― )

79-156
103
73～ 14.8
96
80-14t.1
10.1
83^‐ 120

7.3

5.5-84
87
60-100
97
81～ 123
96
8.2-117
94
76-12.4

5

(1)

45

43

30

16

7

(30)

55

50

57

58

55

(55)

7

13

21

38

(14) (― ) (33) (― ) (67) (― )

53

33

37

う7

(414)

47

67

63

53

(56) (― ) (― ) (― )

-11-



表 3-1   標 準 針 葉 調 査 表  (天然林)

Z 品種・系統名 林 令
標 準

全 長m 大葉長
“
小葉長m 小葉率% 針葉長商 晦 :

5

1

6

小 計

早 月 系 220

250

250

200

150

125

15
20
12
17
7

14
10
16

(lβ:鳥r)

Ｈ
一Ｈ
２８
一３．

51

47

56

47

5.1

44

(4.9)

4.8

4.3

5.3

43

4.8

4.0

(4.5)

03

04

03

0.4

03

04

(04)

59

85

5.4

85

59

91

(82)

86

81

92

79

84

75

(83)

230

220

190

24.o

220

22.0

(21.9)

7

8

9

小計

小 原 系
100
80-130

11
24
14
18
9

22

(器 )

46

54

45

(49)

42

48

4.0

(4.4)

04

06

05

(05)

87

11.1

11.1

(102)

75

79

76

(77)

190

96

185

(15.0)

14

小計

美 女 系 300

250

200´■250

150-200

150～ 200

200

15
15
20
20
24
24
21
21
25
25
21
21

(|:{;‖ R― )

39

4.0

44

4.3

38

4.3

(41)

36

36

39

89

35

40

(37)

03

04

05

04

03

03

(04)

77

100

114

93

7.9

70

(98)

6.0

74

76

76

67

81

(73)

185

14.8

191

176

188

225

(186)

17

18

/1ヽ 計

片 員 系
100
50-200
8o
30-120
100
50～ 150

８一Ｈ
Ｈ一２。
９一・８
３．面

44

4.6

41

(44)

40

4.1

37

(40)

04

05

04

(04)

91

109

98

(99)

80

78

69

(7_6)

219

138

198

(176)

2o

21

22

小 計

黒 部 系 100

150

150-2o0

200-300

8
14
6
12
6
13
4
15

(―争毛|)

4.5

44

42

41

(4.3)

4.o

39

38

38

(39)

05

05

04

03

(04)

111

114

95

73

(93)

77

77

87

81

(80)

17_4

21.3

15.0

138

(172)

23

小 計

ナシタニスギ 80-100
|′

24

(券 )

5.3

(5.3)

48

(48)

05

(05)

94

(94)

90

(90)

1生 6

(141.6)

24

25

小 計

サ ワス ギ 7o～ loo

70-loo

( 163 )

９一６５ユ９８

47

48

(4.8)

生

　

生

　

生

04

0.5

(05)

85

104

(98)

102

94

(96)

15.7

142

(1■ 7)
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葉針

曲 り量 爾 曲り率 % 針葉密度% 針 葉 先 端

06

07

08

07

08

07

(07)

7

8

9

9

9

9

(85)

11.6

108

112

124

113

122

(114)

08

09

09

(09)

11

10

11

(107)

98

80

90

(88)

鈍  い

05

08

08

09

06

07

(07)

8

12

9

11

10

9

(96)

119

94

85

89

97

99

96

鈍 tヽ

やヽ鈍い

06

08

o6

(o7)

8

11

9

(92)

83

69

88

(78)

鈍 、ヽ

07

09

09

10

(09)

9

11

11

12

(113)

87

89

79

99

(88)

鈍  い

09

(09)

10

(100)

先端肉厚,屈曲

11

11

(11)

11

11

(110)

90

9o

(9o)

や 鋭ゝく
曲り少し
や 曲ヽり
やや肉厚で鈍頭
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表 3-2   標 準 針 葉 調 査 表  Cに工林)

Z 品種・系統名 林 令
針葉調査本数
調 査 本 数

準標

全 長伽 大葉長 m Jヽ葉長
“
小葉率 % 針葉長 爾 針葉角度。

1

4

/1ヽ 計

早 月 系 15

5

27

27

25
40
30
58
12
30
21
6o

(―
ギ 鷺 F:―

)

6.7

6.1

7.う

5.5

(63)

6.1

5.0

6.5

5.o

(55)

06

1.1

0.9

0.5

(08)

9o

180

12.2

9.1

(127)

9.2

107

9.6

88

(97)

19

28

19

24

(23)

6

7

8

小計

4ヽ 原 系 8

21

31

32

(―
ギ ヽ ギ 与

―

)

闘
一３９
３２
一３６
２２
一２７
・９
一３５

60

5.4

5.3

56

(5.5)

55

49

4.7

5.0

(5.0)

05

05

0.6

06

(05)

85

9う

108

108

(91)

98

85

7.8

7.3

(8.3)

26

17

14

17

(177)

12

小 計

美 女 系 10

15

25

41

３ ７

一３ ７

３ 。

一３ ０

２ ３

一２ ３

・ ７

一・ ７

・ ０ ７

一・ ０ ７

5.3

5.1

5.4

57

(53)

4.7

4.6

4.9

52

(4.8)

06

05

0.5

05

(05)

11.0

89

89

89

(94)

11.1

95

89

9_6

(99)

23

19

19

23

(210)

18

小計

ドヤマスギ 6

17

25

32

55

12o-150

(―
÷ 1争 :|)

２〇
一２０
　
”
一３９
　
二
鈍
　
２４
一“
　
７
一・８
　
５
一Ｈ

82

67

67

61

55

5.0

(67)

73

57

5.7

52

4.8

44

(5.8)

09

1.o

l.o

09

07

06

(09)

110

149

149

14.8

12.7

120

(134)

14.1

100

96

93

70

79

(102)

26

21

13

14

10

14

(172)

23

小計

ナシタ■スギ 6

13

24

32

43

(器 )

２。
一側
躙
一知
劉
一猜
・８
一２０
１８
一３０

6.8

5.7

58

5.8

5.5

(59)

6.2

52

5.3

5.4

5.0

(5.4)

06

0_5

05

04

05

(05)

88

8.8

8.6

6_9

91

(85)

10.9

99

91

9_7

78

(9.5)

231

20.4

17.41

16_5

13.9

(184)
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葉針

曲り量 口 曲り率 多 針熱 壼% 針葉先端

0.7

0.7

1.1

o.8

(0.8)

8

7

12

10

(9.0)

10.5

10.5

8.6

10.0

(10.1)

鈍 ヽヽ

″
　

　

″
　

　

″

o.7

0.9

0.8

0.7

(0.8)

7

10

11

10

(9.6)

8.3

8.1

9.`

8.1

(8.5)

やゝ鈍い

鈍 い

″
　

　

　

″

0.8

0.9

0.8

0.9

(0.8)

7

9

9

10

(8.1)

8.9

8.1

■7

8.5

(8.4)

や ゝ鋭い

鈍

1.0

1.0

o.7

1.0

0.9

1.0

(0.9)

8

10

11

11

13

12

(10:3)

8o

7.7

■4

812

8.8

7.8

(■ 9)

やゝ鋭い

鈍 い

″
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

0.8

0.8

1.0

1.1

1.0

(0.9)

8

8

11

12

12

(9.5)

■1

■7

■4

■7

8.7

(■ 7)

先瑶尖 り
曲 り少 し

先璃肉厚
曲 り鈍頭

先嬌肉厚
屈曲鈍頭

先嗜曲 り
肉厚鈍頭

先嗜屈曲
肉厚鈍頭
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■・ 生 立 環 境

生立位置からみれば標準地概況調査表にみられるように,東砺波郡平村のナツタニスギを除いて,いずれも県東部

に存在している。

標高では黒部川の伏流水が海岸近くの平現地に湧7Kjるケ所に生立するサヮスギが標高で 10mで ある他 lヽ  どの
スギも600～ 1500π 位いの高海抜地に生立しているものが殆んどである。

傾斜 地形では海岸平坦地に生立するサフスギは例外として,山岳部の熔岩台地に存在する美女系のスギや尾根筋

に多く存在する小原系のスギは比較的緩傾斜地に生立しているが,早月,片貝,黒部 梨谷では一部を熱 てヽ 35度

近くの急傾斜地に生立しているものが多い。

土場 地位では BD(dl■  BD型 ポ ドソル型 が多 く, ナシタニでは黒色土壌で, 地位は中以下であり劣って

ヽヽる。

主要植生は平坦地が水湿地帯のサフスギは別として,ブナ, ミズナラ,ホオノキ,カ エデ等が主に出現している。

気象は海岸近くに生立するサフスギが存在するケ所で,最深積雪が l mttTt‐ あり平均気温も 14.5℃ と高いは力ヽ ま,

最深積雪が 2.5～ 35π ,平均気温も 10℃ 前後 と厳しい気象条件下に生立している。

2.成 長 状 態

林令では老令化しているものは早月え 美女系,片貝系,黒部系で,こ れより若いものとして小原系 ナツタニス

も サフスギである。したがって胸高直径も巨大な暴れ本的なものが多くみられる早月系では lπを越すものもあり,

平均すれば 30～ 50mく らいでぁるが,ナ ツタニスギ,サ ワスギではこれよりはるかに劣る。

樹高はサワス義 ナンタニス■ 片貝系の他は 20πを越すものも少なくない。クローネ径は,天然林であること

から小さいものから大きいものまで比常に巾があり,大きなものでは 16れ に及ぶものもあるヽ 平均の大きさは樹

体のガヽさいサワスギを除ヽヽては 4～ 6π位いである。

3.特 性 調 査

(1)枝張度では単位面積当りの成立本数が多く,成長が良好で形質のよいものが多い小原系 美女系は小さい方であ

るヽ 他はこれより大きい。

0)針葉型では早月為 小原系が天然林       品 種 系 統 別 , 人 天 男」針 葉 型

でBa型し C型だけであったものが,

人■林では Bo型が出現し, C型の比

率が少なくなっている。

美女系では天然林でBatt C型だけ

が,人工林ではBO型,S型のものま

でみられた。

片具 黒部系の天然林は Ba型で占め

られる。

ナシタニスギで天然林がBa, Bo型

であるが人工林では C型, S型もみら

れた。サフスギではBa型を主体にBo,

C型であり,人工林の ドヤマスギはう

品 種

系統名

天  然  林 人 林工

針 葉 型 針 葉 型
S型 BoZ型 Ba型 C型 S型 Bo型 Ba型 C型

早 月系

小 原系

美女 系

片貝 系

黒部系

ナシタニ
ス  ギ
サワスギ

ドヤマ
ス ギ

― % 一 %

8

29

17

4♂

22

63

90

100

71

76

55%

78

87

2

一　

　

７

　

一

一%

5

1

1

が

６

・７

一

一

３０

．

％

％７ ５

７ ６

５ ７

一

一

５ ５

一

６ ３

15%

18

21

14

12

つの型がみられる。

(3)樹皮型は天然林でナシタニスギ,サ フスギでハナン′`ダの占める割合が非常に大きい。黒部糸 片貝ス ガヽ原系

もハナレハダが過半数を占めてぃる力ヽ アミハダ, アカハダ, トヨハダも多くみられる。美女系では トヨハダが過

半数を占め,次いでアミハ
^ハ
ナレハダの 3種で 95%を 占めてぃる。早月系ではシロハダのものが多く, これ

にハナレハダ, アミハダで 93%を 占めている。人工林における樹皮型はハナレハダ, アミハダにょって占められ
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品 種

系統名

林然天 林工人

樹   皮   型 型皮樹

アカハダ
,., V.\4 アヤ ダヽ 卜

=レ
ダヽ マ ン プ '/e.-.f アカハダ ハアンハ ダ アミハダ トラザ マツハダ シ″ ダヽ

早月系

小 原系

美女 系

片員 系

黒部 系

ナンタニ
ス  ギ
サワスギ

ドヤマ
ス ギ

6%

11

2

14

2

14

3

30%

62

2う

61

54

86

87

啜

5

%

14

1 ― %

2

3

5

2

36% ― %

7

カ

ろう

34%

17

45

56

36

― 多

1

― ¢

1

― %

ている。 品 種 系 統 別 。 人 天 別 樹 皮 型

(4)天然林における更新方法で伏条にょり更新するものが多いのはナシタニス

七 片貝え 早月系であり,小原系,美女為 黒部系は伏条のほかに立条,

実生によるものが多い。サヮスギでは逆に立条が主で伏条が従となってぃる。

(5)天然林における枝条の密度は,早月系,小原系,美女系がπ当り3～ 5本

と少ない力ヽ 片貝系,黒部ス ナシタニス→ サフスギはπ当り6～ 11本

と多い。力枝の分岐角は雪が少なく特異なスギであるサフスギが 70度位ぃ

の上向いた枝であるほ力ヽ ま 90度以上のや 下`向きとなっている。太さ度は

枝帳度が小さ Nヽ/1ヽ原系 美女系が小さく,サ フスギカ地 に比べて大きい。

(6)天然林における根元曲りの型として現われるのは個体のもっている遺伝特

性と,外部要因では成立環境のうち傾鈍 積雪量の影響を受ける割合が多い。

したがって積雪量が多く,傾斜の急な早月系 片員系では下向型り ものが多

いが,尾根筋や台地に成立の多い小原為 美女系 黒部系では直型 上向型

のものが多くみられる。

17)天然林における樹冠型では円錐型の多い早月系 ナンタニス毛 円

錐型,円 筒型の黒部系,片貝系,大部分が円筒型になっているのは美

女ス 刀ヽ原系であり,サワスギは殆んど成長が停上して樹冠は楕円型

のものが大部分となっている。

18)標 準 針 葉

ア.標準針葉長は

天然林でナシタニ>早月>小原>サ フスギ>片員>黒部>美女

人工林でドヤマ> 早月>ナ シタニ>小原>美女
イ . /1、葉率は

天然林でサフスギ>小原>美女>ナシタニ>黒部>片貝>早月

人■林で ドヤマ>早月>美女>小原>ナ シタニ

ウ.針葉長は

天然林でサフスギ>ナ ンタニ>早月>黒黒N/Jヽ原>美女

人工林でドヤマ>美女>早月>ナ シタニn/1、原

天然林品種系統別更新方法

種
絲
品
系

更 新 方 法

実 生 立 条 伏 条

早月系

小原系

美女系

片員系

黒部系

ナツタニ
ス ギ
サフスギ

．

２２

”

一

・５

一

４

５

６

０

４

１

一

９

１

　

１

　

４

　

　

　

　

３

　

　

　

　

５

84%

62

40

96

54

100

37

』締
根 元 曲 り 型

直 上 向 水 平 下向

早月系

小原系

美女系

片貝系

黒部系

ナシタニ
ス  ギ

サフスギ

14%

48

48

29

52

43

37

6%1

48

49

10%

2

2

24

4

14

10

60%

2

1

43

9

29



工.針葉角度は

天然林で早月>美女>片貝>黒部>小原>サヮスギ>ナ シタニ

人工林で早月>美女>ナ ツタニ>小原>ドヤマ

オ.針葉密度は

天然林で早月>美女>サ フスギ>小原=黒部>ナツタニ>片貝

人工林で早月>小原>美女>ドヤマ>ナ シタニ

表

「

4  ∝ 然杓

伏 工わ
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(富山県林業試験場業務報告,第
`号
～ 8号 昭和 43年度～ 47年度)

2.林野庁 :在来スギ (天然)さ し木品種の特性調査 (43年度試験研究設計割

品 種
系統名

葉針準標

全  長 大葉長 小葉長 小葉率 針葉長 針葉角度 曲 り量 曲 り率 針葉密度

早月系

小原系

美女系

片貝系

黒部系

ナツタニ
ス ギ
サフスギ

生9鍬

49

4.1

生4

4.3

5.3

48

4.5m

4.4

87

4.0

39

48

4.3

0.4α
屁

05

0.4

0.4

0.4

0.5

0.5

82%

10.2

98

9.1

9.3

9.4

10.4

83“

77

73

76

8.0

9o

9.6

21.9°

15.0

18_6

17.6

17.2

14.6

14.7

0.7爾

0.9

0.7

0.7

09

0.9

1.1

85'

10.7

9.6

9.2

1

10.0

1lЮ

11.`

88

9.6

7.8

8.8

8_3

9.0

品 種
系統名

栗針準標

全  長 大葉長 小葉長 小葉率 針葉長 針葉角度 山 り量 曲 り率 針葉密度

早月系

小 原 系

美女系

ドヤマ
ス  ギ
ナツタニ
ス  ギ

6.3m

5.5

5.3

6.7

5.9

5.5ι
寵

5.0

4.8

5.8

5.4

0.8“

0.5

0.5

0.9

0.5

12.7カ

91

94

13.4

85

9,7mm

83

99

102

95

230°

177

21.0

17.2

18.4

o.J幅

0.8

0.8

0.9

0.9

鴇

9D 10.r

8.5

84

7.9

7.7
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